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 放射線腫瘍学において集学的癌治療、すなわち放射腺治療、制癌剤を用いた化学療法、温熱療法はそれ
らを組み合わせることによって、癌に対する治療効果の増強が期待される。私は、細胞系を用いた実験的研究
を行い、その最適な組み合わせや作用機序についての研究を行ってきた。これらの研究によりそれぞれの治
療の相互効果において熱ショック蛋白質や癌抑制遺伝子、窒素酸化物が関与していることが明らかになりつ
つある。この研究は国内外で行っている施設が少ないため、独創性が高く、また、分子生物学的機序を明らか
にすることで、将来的に遺伝子治療と組み合わせて行う発展性が考えられる。またこの研究は放射線腫瘍学
以外の外科的あるいは内科的腫瘍学への応用も期待される。また社会的には癌治療の新技術としての応用
が期待される。 
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